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自己紹介 (HAI関係のみ)

小野哲雄 (京都橘大学工学部ロボティクス学科 (2026年4月より))
• HAIシンポジウム 2006, 2007, 2008 プログラム実行副委員長

2009, 2010 プログラム実行委員長

• 国際会議 HAI Steering Committee Chair (2013-2025)

• 職歴：ATR (1997-2001) → はこだて未来大 (2001-2009) → 北大 (2009-
2025) → 京都橘大学 (2025- )

• 自己紹介ビデオ
• 私の来歴 → 研究事例 → 研究方針 (30秒)

• 焼き鳥屋の大将 → ITACO → 人とロボットの共生
• 注：InstagramやTikTokの京都橘大の公式アカウントを見ないように！
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[研究紹介]

恋するコンピュータ
ITACO system

共創対話
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恋するコンピュータ
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恋するコンピュータ (1)

• 認知的不協和理論 (例：吊り橋 → ドキドキ → 異性に会う → 好き
になる) 

• 環境に応じた主体的な原因帰属の変更 → Quasi-Autopoietic system
による形式化

• 引き込み (entrainment) による文脈に応じた一貫性のある意味づけ
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Quasi-Autopoietic system “恋コン”のシミュレーション



恋するコンピュータ (2)

• 引き込みによる“意味づけ”の変化

• シミュレーション結果は事前にはわからない
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：“平常”状態
：“不定”状態
：“恋愛”状態
：“恐怖”状態



ITACO system
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ITACO system (1)

• ITACOシステム
• 目的：人と人工物の間に新しい関係性を構築

人の日常生活を支援
• 要点：ユーザの選好や趣味を理解している
エージェントが環境内にあるさまざまなメ
ディアに「移動」

ユーザに対して文脈に応じた適切な支援

• 環境知能 (Ambient Intelligence)
• Philips の研究所が提案 (Ruyter, 2004)

• 人間を取り巻く環境全体を知的にして，人間
をサポートするもの

• IoT，機械学習の発展により実用化へ
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ITACO system (2)
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[Video]：ユーザに対して文脈に応じた適切な支援

Migrate to 

Wearable PC

Migrate to 

Table Lamp

Migrate to 

Robot

外出時に
情報的支援

家電を操作し
快適な環境に



ITACO system (3)
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[Video]：ユーザに対して文脈に応じた適切な支援

Ono, 2000 in AAAI
小川, 2006 HI学会論文賞, 他



共創対話
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共創対話 (1)：研究の目的

• “人は道案内でなぜダンスを踊るのか？”
• 目的：コミュニケーションにおける情報伝達のメカニズムを解明

• 提案：同調的な身体動作 (模倣) によりボトムアップに構築される情報
伝達のモデルを提案

• 考察：ロボットが人間社会に参加する際の「身体性」の重要さ
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共創対話 (2)：対話のモデル

• 共創対話のモデル
• 同調的な身体動作を基礎として，ボトムアップに構築される情報伝達
のモデル

正確な情報の伝達 認知的引き込み (cognitive entrainment)

同調的な身体動作 身体的引き込み (body entrainment)
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共創対話 (3)：実験

• ロボットから人への道案内 (情報伝達)
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ロボット身体動作なし
人：身体動作なし，情報：伝わらない

ロボット身体動作あり
人：身体動作あり，情報：伝わる



HAI研究がこれから目指すもの
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そんなこと考えたこともないが…
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何が楽しいのか？

• 「知っていること」よりも「何を問うべきかを思いつくこと」

• それが「顎が外れる」＆「傍流になる」アイディアだと，私は
うれしい！

• なぜなら，そこはLLMには遠く思いも及ばない世界なので！

17



18

HAIの未来は，この豆本の中に！



僕はやっぱり「人間」を信じている…
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認識が (空間的にも計算的にも) 限
定されているので，その限定を乗り
越えた予測をしようとするから，新
しいものが創造されるし，その乗り
超えの一つの手段が身体だったり，
バイアスだったりする．論文ではそ
れを情報量の増加で証明している．

恋するコンピュータ
ITACO system

共創対話



ありがとうございました！
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